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さむかわ議会だより　184号 2

　平成29年第2回定例会9月会議は、8月29日から9月25日までの28日間にわたり開催されました。

　また、平成28年度一般会計決算および各特別会計決算は、7名の委員で構成する決算特別委員会を

設置し、9月14日から21日までの5日間で審査しました。その結果、全ての決算を原案のとおり認定

しました。

第２回定例会9月会議

平成28年度　各会計決算の状況

一　　般　　会　　計

※表示単位未満は四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

決 算 概 要平成28年度

公 営 企 業 会 計 17億4,741万円

13億3,078万円

4億1,663万円

21億7,773万円

13億1,467万円

8億6,306万円

98.5％

97.8％

99.6％

98.7％

97.9％

101.3％

区　　分 収　　入 対前年度比 対前年度比支　　出

収 益 的

資 本 的

特　別　会　計（下水道事業特別会計除く）

　　国民健康保険事業

　　後期高齢者医療事業

　　介護保険事業

　　（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業

104億   924万円

68億   149万円

8億6,542万円

26億6,401万円

7,832万円

97億6,467万円

63億336万円

8億4,591万円

25億3,708万円

7,832万円

98.1％

94.3%

113.9%

103.8%

100.0%

100.1％

97.0%

113.8%

104.5%

100.0%

148億1,601万円 140億7,074万円 98.7%99.1%一　般　会　計

下水道事業

歳　入

148億
1,601万円

歳　出

140億
7,074万円

自

依
存

財

源 主

財

源

固定資産税（49.7%） ·····

町民税（38.9%） ············

都市計画税（5.9%） ········

町たばこ税（4.5%） ········

軽自動車税（1.0%） ········

42億3,292万円

33億1,784万円

4億9,809万円

3億8,343万円

8,797万円

その他（6.8%）

3億2,277万円

議会費（1.7%）

2億3,818万円

町税の内訳

県支出金（6.6%）

9億7,596万円

地方消費税交付金（5.4%）

8億155万円

町債（2.8%）

4億1,050万円

その他（1.6%）

2億5,060万円

町税（57.5%）

85億2,025万円

国庫支出金（11.1%）

16億4,107万円

繰入金（3.0%）

4億4,473万円

繰越金（4.7%）

6億9,352万円

諸収入（4.8%）

7億563万円

その他（2.5%)

3億7,221万円

土木費（11.8％）

16億5,647万円

民生費（37.6%）

52億9,554万円

総務費（14.1％）

19億8,891万円

教育費（8.6%）

12億1,637万円

衛生費（10.5%）

14億7,933万円

公債費（8.3%）

11億7,103万円



さむかわ議会だより　184号3

町民1人当たりの決算額（一般会計歳出額） 292,598円

■民生費 （109,380円） …… 社会・児童福祉、医療など

■総務費 （41,081円） …… 行政運営など

■土木費 （34,215円） …… 道路、公園の整備など

■教育費 （25,124円） …… 学校施設整備、教育など

■衛生費 （30,556円） …… 保健衛生、ごみ処理など

■公債費 （24,188円） …… 町債など

■消防費 （14,503円） …… 消防・火災予防など

■議会費 （4,920円） …… 議会運営など

■商工費 （3,217円） …… 商工業、観光振興など

■農林水産業費（2,049円） …… 農業振興、農地整備など

■労働費 （1,401円） …… 勤労者支援など

※P2～P3の表示単位未満は四捨五入。　※1人当たりの決算額は、平成29年4月1日現在の人口48,089人で算定。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額や構成比が一致しない場合があります。

平成28年度に実施した主な事業

●特別養護老人ホーム建設費の補助   4,000万円

●年金生活者等支援臨時福祉給付金   1億65万円

●不妊治療治療費自己負担の一部補助      195万円

●認可保育所、認可外保育施設および

　　私立幼稚園に給付・補助   8億3,677万円

■民生費 52億9,554万円

●プロモーション戦略のための

　　タウンセールス推進支援業務委託料      748万円

●参議院議員通常選挙経費   2,421万円

●町議会議員選挙経費   1,298万円

■総務費 19億8,891万円

●聖天橋の架け替え事業実施など   2億732万円

●都市マスタープランの見直し      437万円

■土木費 16億5,647万円

●旭小学校給食室改修工事設計委託料      996万円

●南小学校特別支援学級新設工事      950万円

●寒川にこにこ学習会の実施        18万円

■教育費 12億1,637万円

●2歳児歯科健診での歯磨き指導強化等の実施      138万円

●BCG等の予防接種事業費 1億2,536万円

●焼却灰資源化処理委託料   6,075万円

■衛生費 14億7,933万円

●議場音響システム改修工事   2,858万円

●地域経済コンシェルジュの配置      803万円

●消防車両等整備事業費の機械器具購入費 1億 1,761万円

■その他（議会費・商工費・消防費など） 17億3,198万円

▲新規購入した救助工作車

▲音響システムを改修した本会議場

▲三重県内にて仮組み立て中の聖天橋
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さむかわ自民党・維新クラブ

決
算
特
別
委
員
会

　総 
括 
質 

疑

を
た
だ
す

有
効
な
財
源
活
用
が
さ
れ
た
の
か

有
効
な
財
源
活
用
が
さ
れ
た
の
か

町
政
町
政

さむかわ2020プラン・第2次実施計画

Q
　
総
合
計
画
上
に

は
、
２
０
０
を
越
え
る

事
業
が
あ
る
。
現
在
の

町
の
取
り
組
み
に
不
要

な
事
業
は
な
い
と
考
え

る
も
の
の
、
歳
入
の
大

幅
な
増
を
見
込
め
な
い

中
で
は
、
住
民
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
な
が
ら
事
業

の
取
捨
選
択
も
必
要
で

は
。

A
　
国
の
補
助
金
な

ど
の
積
極
的
な
獲
得

に
よ
り
歳
入
の
確
保

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
事
業
を
現
状

の
ま
ま
継
続
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
回
避
し

つ
つ
、
事
業
の
優
先
順

位
づ
け
、
取
捨
選
択
に

よ
り
、
適
正
な
業
務
執

行
に
努
め
ま
す
。

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
事
業
の
取
捨
選
択
を
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町民ファースト日本共産党

相模の風大志会

決算特別委員会 平成28年度決算 審査

平成28年度決算書総合戦略で推進しているエコノミックガーデニングのイメージ図

Q
　
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
観
光
資
源
を
生
か

し
た
特
産
品
開
発
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
、
情
報
発
信

が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の

イ
ベ
ン
ト
集
客
状
況
や
、

今
後
の
町
観
光
協
会
の

果
た
す
役
割
を
問
う
。

A

　「
Ｊ
：

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

×

寒
川
び
っ
ち
ょ
り
祭
」
の

約
１
万
人
、「
彼
岸
花
ま

つ
り
」
の
約
２
万
人
を
は

じ
め
、
年
間
約
２
０
０

万
人
が
町
内
外
か
ら
来

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
観

光
協
会
で
は
、
そ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
や
開

催
前
か
ら
の
情
報
発
信

等
、
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
連
携
し
、
町

に
合
っ
た
観
光
ス
タ
イ
ル

を
模
索
し
事
業
を
進
め

ま
す
。

Q
　
小
児
医
療
費
助
成

制
度
に
お
け
る
所
得
制

限
は
、
不
公
平
感
が
あ

る
。
毎
年
生
じ
る
予
算
の

執
行
残
を
活
用
し
、
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
べ

き
で
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

A

　小
児
医
療
費
助
成

制
度
は
、
家
庭
の
経
済

状
況
に
関
わ
ら
ず
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ

う
に
す
る
制
度
で
、
安

定
的
に
継
続
す
る
た
め

所
得
制
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
執
行
残
は
、
仮

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が

流
行
し
た
場
合
、
す
ぐ

に
必
要
と
な
る
金
額
で

す
。
な
お
、
今
年
度
か

ら
通
院
の
適
用
を
中
学

３
年
生
ま
で
拡
充
し
た

ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
動
向
を
見
極

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
決
算
審
査
は
、一
般

企
業
の
株
主
総
会
の
よ

う
に
、
幹
部
が
前
年
度

の
状
況
を
包
括
的
に
説

明
し
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
場
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
な
っ
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
は
。

　
ま
た
、
事
業
の
目
標

達
成
の
責
任
を
果
た
す

よ
う
、
ど
の
よ
う
に
部
下

を
指
導
し
て
い
る
の
か
。

A
　
行
政
と
企
業
で
構

造
的
に
違
う
面
は
あ
る

も
の
の
、
今
後
の
決
算

審
査
の
進
め
方
は
議
会

と
も
連
携
し
調
査
・
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
研
修
等

に
よ
り
実
践
的
な
職
員

の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
指
導
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

Q
　
地
方
創
生
に
関

し
、
国
の
補
助
金
が
当

初
の
見
込
み
よ
り
少
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
町
の
将
来
を
見

据
え
、
総
合
戦
略
を
し
っ

か
り
と
進
め
る
べ
き
だ

が
、
町
の
見
解
は
。

A
　
総
合
戦
略
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
国
の
交
付

金
は
自
由
度
の
高
い
も

の
で
し
た
が
、
今
は
交

付
条
件
が
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
や
関
係

機
関
と
積
極
的
に
連
携

し
つ
つ
、
交
付
金
の
効
果

的
な
活
用
や
、
制
度
の
円

滑
な
推
進
に
向
け
た
国
・

県
へ
の
要
望
等
に
取
り
組

み
、
町
の
将
来
を
見
据
え

た
上
で
重
要
で
あ
る
総
合

戦
略
を
確
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
資
源
を
生
か
し
て
町
の
活
性
化
を

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
撤
廃
を

大
き
な
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
決
算
報
告
に

町
の
将
来
を
見
据
え
て
総
合
戦
略
の
推
進
を
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相模の風

平成28年度決算を

討 論
　9月会議最終日に、平成28年度決算の採決に先立

ち、各委員が各決算の内容について賛成・反対の討

論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛　成

日本共産党反　対

町民ファースト賛　成

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
脱
出
、
住
民
利
益

の
維
持
、
次
年
度
へ
の
備
え
、
と
い
う
３
つ
の

観
点
で
審
査
し
、
次
の
６
項
目
を
評
価
し
ま
し

た
。

⑴
町
税
の
収
入
未
済
額
削
減
の
努
力
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
徴
収
率
の
上
昇
に

つ
れ
収
入
未
済
額
は
減
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑵
競
争
入
札
を
増
や
す
な
ど
地
道
な
努
力
に

よ
っ
て
経
費
節
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

⑶
協
働
事
業
提
案
制
度
は
、
審
査
に
町
民
が
加

わ
り
よ
り
身
近
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
参
画

が
増
え
れ
ば
、
行
政
に
依
存
す
る
考
え
が
減

り
ま
す
。

⑷
図
書
館
・
公
民
館
等
の
指
定
管
理
者
へ
の
移

行
や
外
部
委
託
の
増
加
に
よ
り
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
が
進
み
ま
し
た
。

⑸
企
業
業
績
の
評
価
指
標
で
あ
る
「
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」

と
い
う
言
葉
が
説
明
に
多
く
現
れ
、
成
果
を

重
視
す
る
方
向
に
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。

⑹
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
学
力
向
上
の
兆
し
が

見
え
、
同
時
に
教
員
の
負
担
軽
減
の
取
り
組

み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

以
上
述
べ
た
取
り
組
み
は
、
必
ず
、
厳
し
い

財
政
状
況
か
ら
の
脱
出
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
促
し
ま
す
。

た
だ
、
①
町
長
が
町
政
運
営
の
基
本
に
据
え
る

「
選
択
」
を
ど
う
行
う
の
か
、
明
解
に
部
下
に
指

示
を
出
す
こ
と
、
②
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
発
想
を
持
つ
人
材
を
育
て
る
こ
と
、
こ
の
２

点
に
つ
い
て
町
長
の
指
導
力
が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
求
め
、
賛
成
し
ま
す
。

な
お
、
他
の
５
特
別
会
計
も
討
論
を
省
略
し

て
賛
成
し
ま
す
。

大きな実績を出した年だが、一層の改善が必要

魅力ある町を目指す取り組みを評価

子育てと平和事業の充実を

国
政
で
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
子
ど
も

の
貧
困
に
つ
い
て
も
深
刻
な
状
態
で
、
地
方
も

そ
の
影
響
か
ら
、
日
々
の
生
活
に
四
苦
八
苦
し

て
い
ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
町
民
税
の
伸
び
は
あ
る
も

の
の
、
低
所
得
者
層
が
多
い
現
状
を
打
開
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
町
内
へ
の
進
出
企
業
に
対
す
る

税
の
優
遇
措
置
は
、
雇
用
創
出
の
メ
リ
ッ
ト
は

少
な
く
、
町
財
政
を
圧
迫
す
る
の
で
、
廃
止
す

べ
き
で
す
。

歳
出
で
は
、
現
在
７
月
に
支
給
し
て
い
る
就

学
援
助
費
は
、
入
学
前
の
支
給
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
で
す
。

小
児
医
療
費
の
助
成
対
象
を
中
学
３
年
生
ま

で
と
し
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
が
、
所
得
制
限

は
不
公
平
感
が
あ
り
、
他
の
予
算
の
執
行
残
の

活
用
等
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
べ
き
で
す
。

小
学
校
３
年
生
ま
で
実
施
し
て
い
る
少
人
数

学
級
は
、
そ
の
効
果
は
誰
も
が
認
め
る
こ
と
か

ら
、
せ
め
て
１
年
引
き
延
ば
す
べ
き
で
す
。

中
学
校
給
食
は
食
育
と
い
う
意
味
で
も
重
要

で
あ
り
、
町
が
導
入
を
決
め
て
い
る
デ
リ
バ
リ
ー

方
式
は
不
評
で
あ
る
た
め
、
生
徒
が
喜
ぶ
給
食

の
検
討
が
必
要
で
す
。

平
和
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
連
で
の
核

兵
器
禁
止
条
約
採
択
や
、
町
の
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
を
考
慮
し
、
予
算
を
増
額
す
べ
き

で
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
反
対
し
ま
す
。

な
お
、
（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用

地
取
得
事
業
特
別
会
計
は
賛
成
と
し
、
他
の
４

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
負
担
が
問
題

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
し
ま
す
。

地
方
財
政
全
体
の
厳
し
い
状
況
下
、
人
口
減

少
社
会
に
対
応
し
つ
つ
魅
力
あ
る
町
を
目
指
す

取
り
組
み
が
着
実
に
推
進
さ
れ
た
と
考
え
ま

す
。歳

入
で
は
、
町
税
の
徴
収
率
向
上
の
努
力
を

評
価
し
ま
す
。

し
か
し
、
良
好
な
財
政
状
況
と
は
い
え
経
常

収
支
比
率
が
高
止
ま
り
の
感
が
あ
り
ま
す
。
徴

収
率
の
維
持
向
上
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
は
も

と
よ
り
、
国
・
県
の
補
助
金
獲
得
や
企
業
誘
致
、

人
口
増
加
策
な
ど
政
策
が
生
み
出
す
継
続
的
な

財
源
確
保
が
必
要
で
す
。

歳
出
で
は
、地
域
産
業
活
性
化
の
た
め
の
「
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
事
業
」、
認
知

度
向
上
・
移
住
促
進
を
目
指
す
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
」
の
推
進
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
向

け
た
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
拡
大
や
２
歳
児
歯

科
健
康
診
査
の
導
入
、
安
心
・
安
全
の
た
め
、

寒
川
駅
前
交
番
の
設
置
や
防
犯
灯
予
算
増
額
な

ど
、
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
職
員
・
教
職
員
の
さ
ら
な
る
資
質
向

上
や
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
も

必
要
で
す
。

町
は
、
交
通
結
節
点
と
し
て
潜
在
力
の
あ
る

地
域
で
す
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
開

発
や
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
新
た
な

財
源
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

町
長
の
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
、
人
材
育
成
、
財
源
確
保
に
期
待
し
、
賛
成

し
ま
す
。

な
お
、
他
の
５
特
別
会
計
決
算
も
討
論
を
省

略
し
て
賛
成
し
ま
す
。

か 

じ
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平成28年度寒川町一般会計に、下水道事業特別会計を除く4つの特別会計である、国民健康保険事業、後期高齢

者医療事業、介護保険事業、（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業の、各特別会計を合わせた決算総額

は、歳入で252億2,525万7,046円、歳出では238億3,541万5,523円となり、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実

質収支額は、13億2,831万996円の黒字決算となっている。

まず、一般会計の歳入において、歳入総額の57.5％を占める自主財源である町税は、国における強力な経済対策

により、景気の緩やかな回復基調が見られ、個人町民税が対前年度比0.8％の増となっているものの、法人町民税

では、税率の引き下げ等の影響により、対前年度比11.4％の減となっている。

また、固定資産税では、土地の有効活用が図られたことや企業の設備投資により微増となっているものの、町

税全体では対前年度比5,333万5千円、0.6％の減となっている。

一方、依存財源において、国庫支出金では、前年度から繰り越した年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業

費補助金の皆増や放課後デイサービスの利用増による障害児施設措置費給付費等国庫負担金の増等により、増額

となったものである。県支出金では、健康管理センター及び町立学校への太陽光発電設備を設置した補助金や再

生可能エネルギー等導入推進基金市町村施設導入費補助金や、国勢調査に伴う基幹統計調査費委託金の前年度事

業の終了などにより減額となったものである。

また、政府の経済対策が個人消費への波及効果が弱く地方消費税交付金が減額となっており、普通交付税は本

年度も引き続き不交付となるなど、依然として厳しい財政状況を示している。

こうしたことから、歳入全体の収入済額では、前年度と比較して1億3,342万3千円、0.9％の減となっている。

このような状況下においても、国庫支出金において新たな補助メニューに迅速かつ積極的に対処し、財源確保

を図られたことは評価できるものである。

なお、歳入全体の収入未済額は、1億8,469万円で、前年度に比べ3,988万4千円の減となっており、収入未済額縮

減の努力によるものであり評価できるが、税の負担公平と自主財源確保の観点から、その縮減に向け、より一層

実効性のある取り組みを期待するものである。

歳出においては、140億7,074万3千円で、対前年度比1億8,516万9千円、1.3％の減となっている。

主な事業は、総務費では、プロモーション戦略策定のためのタウンセールス推進支援業務委託、民生費では、

特別養護老人ホーム建設への補助、待機児童解消に関しての児童保育委託料の増、医療、介護を支えるための特

別会計繰出し。衛生費では、広域ごみ処理を進めるための焼却処理施設基幹的設備整備。労働費では、町内勤労

者の定住促進を図るための個人住宅取得奨励金の充実。農林水産業費では、農業水利施設の予防保全。商工費で

は、寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略に伴うエコノミックガーデニング事業の推進。土木費では、老朽化

に伴う聖天橋架替工事。消防費では、救助工作車の更新。教育費では、南小学校特別支援学級の新設。その他の

事業においても、厳しい財政状況の下、町が直面している課題を的確に捉え、町民の様々な要望に応えるべく、

町長以下、職員一丸となって取り組んだ姿勢は評価できるものである。

次に、特別会計において、特に国民健康保険事業では、保険料の収入未済額が、2億9,030万1千円で、対前年度

比2,077万8千円の減、収納率では83.3％と、前年度を0.7％上回っており、収入未済額の縮減に向けた努力であり評

価できる。引き続き、負担の公平性を確保し、制度の安定的な運営を図る観点から、収納率向上に向け、より一

層効果的な対策をとられるよう要望するものである。

総体的に見て、健全財政は保たれており本決算は適正なものと判断されるが、効率的な行財政運営を実現する

ためには、限られた財源の中で、ますます多様化する町民ニーズを的確に捉え、積極的な財源確保や予算化する

など、様々な変化に対応すべく、さらなる創意工夫と努力を期待するものである。

なお、審査の過程で各委員から指摘された意見等については十分参酌し、今後の予算の編成、執行にあたられ

るよう要望し、審査意見とします。

決算特別委員会審査意見書

※黒沢委員長は、表決に加わりません

○：賛成　●：反対▼決算特別委員会　委員別賛否結果表

会　計　区　分

特　別　会　計委　　員　　名
一般会計

下水道用地取得介護保険後期高齢国　保

―

○

○

○

○

●

○

―

○

○

○

○

●

○

―

○

○

○

○

●

○

―

○

○

○

○

●

○

―

○

○

○

◯

○

○

―

○

○

○

○

●

○

委 員 長　黒　沢　善　行 （公明党）

副委員長　佐　藤　正　憲 （大志会）

委　　員　小　泉　秀　輔 （大志会）

委　　員　岸　本　　　優 （さむかわ自民党・維新クラブ）

委　　員　山　蔦　紀　一 （相模の風）

委　　員　青　木　　　博 （日本共産党）

委　　員　天　利　　　薫 （町民ファースト）

う
求
め
、
賛
成
し
ま
す
。

て
賛
成
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
反
対
し
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
し
ま
す
。
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第
２
回
定
例
会
７
月
会
議
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
歳

入
歳
出
予
算
に
１
６
０
４
万
９

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
３
７
億
８
０
５
５
万
円
と
す

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
茅
ヶ
崎
市
と
の

消
防
の
広
域
化
お
よ
び
消
防
の

連
携
・
協
力
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
た
め
の
委
託
料
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
全
国
的
に
ま
れ
な
モ
デ
ル

事
業
だ
が
、
す
で
に
茅
ヶ
崎
市

と
の
広
域
連
携
の
検
討
が
進
ん

で
い
る
。
茅
ヶ
崎
市
と
の
合
併

あ
り
き
で
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
そ
の
見
解

は
。

A
　
広
域
化
あ
り
き
で
進
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
最
大
限
、
町
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

Q
　
茅
ヶ
崎
市
と
と
も
に
国
の

事
業
に
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
財
政
負
担
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
茅
ヶ
崎
市
と
連
名
で
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
町
が
主
体
的
に
調
査
を
実

施
す
る
の
で
、
町
の
委
託
金
と

し
て
歳
入
歳
出
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
９
月
会
議
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
歳

入
歳
出
予
算
に
７
億
３
６
４
３

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
１
４
５
億
１
６
９
８
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

Q
　
家
庭
的
保
育
事
業
に
対
す

る
補
助
15
万
円
の
対
象
は
。

A
　
家
庭
的
保
育
事
業
に
関
連

す
る
備
品
の
購
入
に
対
し
て
上

限
30

万
円
の
２
分
の
１
、
最
大

15

万
円
ま
で
を
補
助
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
今
回
、
家
庭
的
保
育
事
業

へ
の
補
助
に
至
っ
た
経
緯
は
。

A
　
昨
年
度
に
事
業
者
か
ら
町

へ
直
接
相
談
が
あ
り
近
隣
等
の

状
況
を
調
べ
ま
し
た
。

　
家
庭
的
保
育
事
業
を
実
施
す

る
方
は
個
人
で
行
う
場
合
が
多

く
、
思
い
や
志
が
あ
っ
て
も
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
実
現

が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
る

よ
う
な
の
で
、
町
と
し
て
検
討

し
た
結
果
、
備
品
の
購
入
に
対

し
て
、
個
人
の
方
に
限
定
し
て

補
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
９
月
会
議
で

は
、
3
件
の
議
案
が
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

 

寒
川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
完
了
に
向
け
た
清
算

金
を
分
割
徴
収
す
る
場
合
に
お

け
る
利
子
の
利
率
等
を
決
め
る

も
の
で
す
。

Q
　
こ
れ
か
ら
清
算
金
の
査
定

だ
が
、
概
算
で
ど
れ
く
ら
い
の

清
算
金
が
あ
る
の
か
。

A
　
現
在
、
徴
収
額
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
最
大
約
３
０

０
万
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

町
か
ら
交
付
さ
れ
る
方
も
い
ま

す
。

Q
　
地
権
者
か
ら
の
徴
収
と
地

権
者
に
対
し
て
交
付
す
る
場
合

質

　
　疑

質

　
　疑

質

　
　疑

７
　
月
　
会
　
議

補
　
正
　
予
　
算

清
算
金

 

分
割
徴
収
に
係
る

利
子
の
利
率
等
の
決
定

条

例

の

改

正

総
合
的
な
防
災
力
の
向
上
に
関
す
る

　
　
　
　
　調
査
等
の
委
託
料
を
追
加

９
　
月
　
会
　
議

補
　
正
　
予
　
算

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る

　

  

環
境
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　保
育
所
費
を
計
上

【主な財源(歳入)】

　●国や県からの補助金など

　●平成28年度からの繰越金

1億8,210万円

4億   374万円

【主な事業(歳出)】

　●財政調整基金への積み立て

　●家庭的保育事業施設整備事業費補助金

　●幼保連携型認定保育園建設に伴う

　　　　　　　　　負担金補助及び交付金

　●住宅リフォーム等建築工事推進助成金

　●町道8路線の維持工事など

4億1,187万円

15万円

1億9,785万円

150万円

1億1,426万円

平成2９年度一般会計補正予算（第3号）の主な内容

（表示単位未満は、四捨五入）

7月・9月会議　補正予算・条例改正
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事
業
だ
が
、
す
で
に
茅
ヶ
崎
市

と
の
広
域
連
携
の
検
討
が
進
ん

で
い
る
。
茅
ヶ
崎
市
と
の
合
併

あ
り
き
で
進
め
て
い
く
べ
き
で

し
て
歳
入
歳
出
予
算
を
計
上
し

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
実
現

が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
る

よ
う
な
の
で
、
町
と
し
て
検
討

し
た
結
果
、
備
品
の
購
入
に
対

し
て
、
個
人
の
方
に
限
定
し
て

町
か
ら
交
付
さ
れ
る
方
も
い
ま

地
権
者
か
ら
の
徴
収
と
地

権
者
に
対
し
て
交
付
す
る
場
合

質

　
　疑

質

　
　疑

職
員
の
育
児
休
業

取
得
に
係
る

条
例
の
一
部
改
正

人
　
事
　
案
　
件

が
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
は
。

A
　
換
地
計
画
を
も
っ
て
確
定

す
る
の
で
、
交
付
の
人
数
は
約

１
６
０
名
、
徴
収
に
つ
い
て
は

約
50

名
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
法
令
に
関
す
る
重
大
な

違
反
が
あ
る
建
物
を
公
表
で
き

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
町
に
該
当
し
て
い
る

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
　
該
当
す
る
建
物
が
あ
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
公

表
を
行
う
の
か
。

A
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
建

物
の
名
称
、
所
在
地
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
消
防
設
備
等
を
公

表
す
る
予
定
で
す
。

　
児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
育
児
休
業
の
再
取
得
に
係

る
特
別
な
事
情
に
、
「
保
育
所

等
を
希
望
し
て
い
た
が
、
入
所

等
が
で
き
な
い
場
合
」
を
追
加

す
る
た
め
、
さ
ら
に
雇
用
保
険

等
の
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
期
間
を
延
長
す

る
も
の
で
す
。

Q
　
町
の
職
員
に
こ
の
条
例
の

対
象
と
な
る
方
は
い
る
の
か
。

A
　
現
在
対
象
と
な
る
職
員
は

い
ま
せ
ん
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
鈴
木
宏

文
氏
の
任
期
が
10

月
4
日
に
満

了
を
迎
え
る
た
め
、
後
任
に
小

川
氏
を
任
命
し
た
い
と
し
て
議

会
に
提
案
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
３
名
の
任
期
が
９
月
27

日
に
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
鈴
木
氏
、
三
澤
氏
、
楠
谷

氏
を
任
命
し
た
い
と
し
て
提
案

さ
れ
採
決
の
結
果
、
同
意
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

消
防
法
令
に

違
反
す
る
建
物
を
公
表

教
育
委
員
会
委
員
に

小
川 

雅
子 

氏

お

が

わ

ま

さ

こ

固
定
資
産
評
価

　
審
査
委
員
会
委
員
に

鈴
木 
　
潔 

氏

す

ず

き

き
よ
し

三
澤 
敬
機 

氏

み

さ

わ

け

い

き

楠
谷 

　
稔 
氏

く

す

や

み
の
る

９月会議では、陳情4件を各委員会で審査し、次のとおりの結果となりました。

情を審査しました陳

「薬害肝炎救済法の延長を求める意見書」の採択を求める陳情 採　択
【付 託 先】文教福祉常任委員会

【審査結果】採択

不採択JR 相模線、十二天第二・十二天第五踏切での汽笛吹鳴に関する陳情
【付 託 先】建設経済常任委員会

【審査結果】不採択

不採択田端西地区土地区画整理に関する陳情
【付 託 先】田端西地区まちづくり対策特別委員会

【審査結果】不採択

不採択請願及び陳情に際して意見陳述の機会を求める陳情
【付 託 先】議会運営委員会

【審査結果】不採択

陳　　情　　名 委員会の付託先と審査結果 本会議採決

本会議・委員会　生中継

　寒川町議会では、開かれた議会を目指して、

本会議・委員会の模様をインターネット中継し

ています。町のホームページからアクセスして

ご覧ください。

　また、本会議を詳しく記録した会議録もホー

ムページで公開しておりますので、ぜひご活用

ください。

Check !

QRコードを読み込んでご利用ください。

寒川町議会ホームページ 寒川町議会インターネット中継

条例改正・陳情
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第
２
回
定
例
会
９
月
第
２
回

会
議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
２
１
８

０
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
１
４
５
億
３
８
７
８
万

円
と
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙

お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
に
係
る
委
託
金
で
す
。

９
月
第
２
回
会
議

補
　
正
　
予
　
算

衆
議
院
議
員
総
選
挙
実
施

に
伴
う
委
託
料
の
計
上

９月会議では、意見書１件を全会一致で可決し、国など関係機関へ送付しました。

見書を提出しました意

特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置

法（以下「薬害肝炎救済法」という。）が、平成20年1月11日に参議院本会議の全会一致で可決成立し、同月16日に公布施行されてか

ら10年が経過しようとしている。

この間、我が国における薬害肝炎の被害者のうち2200人余りが薬害肝炎救済法による救済を受けてきた。しかしながら、特定フィ

ブリノゲン製剤等によるC型肝炎感染者数は1万人以上と推定されており、未だに多くの被害者が救済されないままとなっている。

厚生労働省では、各医療機関に残存するカルテ等の調査を促しているが、カルテ等の調査が実施されていない医療機関が未だ数多

く存在する。また、現実にカルテ等の確認作業や調査に取り組んでいる医療機関も全国に複数存在するが、薬害肝炎救済法の請求期

限である平成30年1月15日までに調査及び請求を完了できる見込みは立っていない。

薬害肝炎救済法前文に明記されているとおり「我らは、人道的観点から、早急に感染被害者の方々を投与の時期を問わず一律に救

済しなければならないと考える。」との理念に鑑みれば、同法附則第3条「給付金等の請求期限については、この法律の施行後におけ

る給付金等の支給の請求の状況を勘案し、必要に応じ、検討が加えられるものとする。」との規定にしたがって、薬害肝炎救済法の

請求期限を延長すべき状況である。

よって、国におかれては、薬害肝炎問題の全面解決に向け、薬害被害者が安心して暮らせるように法改正を進めるよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年9月25日

神奈川県高座郡寒川町議会　

議　長　　　太田　真奈美　

（提出先）内閣総理大臣・厚生労働大臣

薬害肝炎救済法の延長を求める意見書

９月会議では、決議書１件を全会一致で可決しました。

議書を提出しました決

北朝鮮が2017年9月3日に6回目の核実験を強行した。この度の核実験は、国連安全保障理事会の決議に違反するとともに、核実

験に対して再三にわたる自制を求めていたにも関わらず強行されたものである。このことは、唯一の被爆国である我が国として断

じて容認することはできないことであり、深い憤りを禁じ得ないものである。また北朝鮮は、8月29日に続き、9月15日に日本上空

を通過する弾道ミサイルを発射し、弾道ミサイルは北海道上空を飛び越え襟裳岬沖の太平洋上に落下した。この行為は、国連安全

保障理事会決議や日朝平壌宣言に違反するとともに、6者会合共同声明の趣旨にも反するものであり、寒川町議会としても強く抗

議するものである。

北朝鮮は、米領グアム沖に弾道ミサイルの発射を検討するなど、ミサイル開発を加速する意思を明確にしており、このようなこと

は、国際社会に対する挑発行為であり、我が国にとって深刻かつ重大な脅威である。また、核実験や弾道ミサイルを発射するなどの

行為は、我が国を含む東アジアのみならず、国際社会の平和と安全を脅かす重大な行為であり、断じて容認することはできない。

昭和60年6月に「寒川町核兵器廃絶平和都市宣言」を議決している寒川町議会は、町民生活の安心安全を脅かす今回の北朝鮮の

核実験及び弾道ミサイルの発射に対して、厳重に抗議するとともに、このような暴挙が決して繰り返されることがないよう強く求

めるものである。　

以上決議する。

平成29年9月25日

寒　川　町　議　会　

北朝鮮による核実験及び弾道ミサイル発射に対する決議

意見書・決議書・9月第2回会議補正予算



文
部
科
学
省
の
「
教
員
勤
務

実
態
調
査
」に
よ
る
と
、
平
成
28

年
度
、
中
学
校
教
諭
の
１
週
間

当
た
り
の
平
均
勤
務
時
間
は
63

時
間
18

分
で
、
10

年
前
よ
り
５

時
間
12

分
増
え
、
い
わ
ゆ
る「
過

労
死
ラ
イ
ン
」
に
達
す
る
週
60

時
間
以
上
勤
務
し
た
教
諭
は
、

57

・
７
％
に
上
っ
た
。

小
学
校
教
諭
で
は
、
週
当
た

り
平
均
勤
務
時
間
は
57

時
間

25

分
で
、
10

年
前
よ
り
４
時
間

９
分
増
え
、
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

に
達
し
た
教
諭
は
33

・
５
％
で

あ
っ
た
。こ
の
現
状
を
踏
ま
え
次

の
点
を
問
う
。

①
こ
の
調
査
結
果
を
町
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

②
教
員
の
多
忙
解
消
に
向

け
た
現
時
点
で
の
対
策
は
。

③
学
校
支
援
員
の
配
置
に
つ

い
て
、
現
状
と
今
後
は
。

④
中
学
校
部
活
動
へ
の
外
部

指
導
者
の
導
入
状
況
は
。

⑤
タ

イ
ム
カ
ー

ド

や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
な
ど
、
出
退
勤
時
刻
を

客
観
的
に
記
録
で
き
る
方
法

で
、
総
労
働
時
間
を
把
握
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町

長
　
①
町
の
小
・
中

学

校
で
も
、
教
員
の
長
時
間
勤
務

の
実
態
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き

な
い
事
態
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
校
業
務
の
軽
減
や
人

的
措
置
の
視
点
か
ら
、
教
員
の

多
忙
化
の
軽
減
を
図
り
、
教
員

の
勤
務
時
間
が
過
度
に
超
過
し

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長
　
②
会
議
や
行
事

の
精
査
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
定

へ
の
挑
戦
、
中
学
校
部
活
動
に

お
け
る
外
部
指
導

者
の
導
入
、
学
校

支
援
員
の
人
的
配

置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、

教
員
に
「
長
時
間
勤
務
実
態
調

査
」
を
実
施
し
、
実
態
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。

③
学
校
支
援
員
は
、
湘
南
三

浦
教
育
事
務
所
管
内
５
市
２

町
の
中
で
唯
一
、
町
が
昨
年
度
か

ら
配
置
し
て
い
る
も
の
で
昨
年

度
は
小
学
校
に
１
名
、
中
学
校

に
１
名
、
今
年
度
は
小
学
校
に

２
名
、
中
学
校
に
２
名
配
置
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
配
置
拡

充
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

④
従
来
か
ら
外
部
指
導
者
の

方
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
か
ら

は
「
地
域
の
せ
ん
せ
い
」
ふ
れ
あ
い

推
進
事
業
を
活
用
し
、
拡
大
し

て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
は
中

学
校
３
校
で
38

名
の
方
に
お
願

い
し
て
い
る
状
況
で
す
。

⑤
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
長
時

間
勤
務
実
態
調
査
表
」
で
長
時

間
勤
務
を
把
握
し
、
長
時
間
労

働
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

▲文部科学省が公開している
　　　　　「教員勤務実態調査」から抜粋 深

刻
化
す
る
教
員
の
多
忙
化

　
　そ
の
現
状
と
対
策
を
問
う

中川登志男 議員

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
介
護

を
必
要
と
す
る
方
が
年
々
増
え

て
い
る
。
介
護
保
険
事
業
の
中
に

介
護
予
防
事
業
が
あ
り
、
効
果

的
な
事
業
を
行
う
こ
と
は
要
支

援
・
要
介
護
者
の
増
加
を
抑
制

す
る
効
果
が
あ
る
と
国
の
研
究

で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　

①
介
護
予
防
に
音
楽
を
通
し

た
運
動
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
。

②
介
護
予
防
講
座
を
展
開

す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
。

③
今
後
の
要
支
援
・
要
介
護

者
増
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長
　
①
介
護
予
防
で

は
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
な
ど
脳
へ
の
刺

激
と
適
度
な
有
酸
素
運
動
を
基

本
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
効
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
に
つ

い
て
も
先
進
事
例
の
効
果
を
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

②
地
域
の
介
護
予
防
講
座

に
、
専
門
家
を
講
師
と
し
て
派
遣

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
講
座
を
自

分
達
で
企
画
運
営
し
、
仲
間
同

士
教
え
合
う
な
ど
将
来
的
に
は

地
域
で
活
動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
に
よ

り
、
そ
の
人
に
合
っ
た
適
切
な
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
で
症
状
の
改
善
や

重
症
化
の
防
止
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
事

業
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
予
防
方
法
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

豪
雨
対
策
、
町
の
現
状
は

近
年
、
集
中
豪
雨
が
多
発
し
、

下
水
道
だ
け
で
な
く
農
業
用
水

路
の
対
策
も
求
め
ら
れ
る
。

①
農
業
用
水
路
に
お
け
る
緊

急
時
の
豪
雨
対
策
は
。

②
雨
水
幹
線
の
整
備
、
維
持

管
理
は
。

③
開
発
行
為
時
の
雨
水
貯
留

施
設
の
指
導
は
。

環
境
経
済
部
長
　
①
花
川

用
水
路
の
場
合
を
例
に
す
れ

ば
、
豪
雨
の
際
は
管
理
を
し
て
い

る
農
政
課
職
員
が
花
川
用
水
路

３
カ
所
と
宮
田
排

水

路

１
カ

所

の

ゲ
ー
ト
を
全
て
手

動
、
人
力
で
操
作

し
対
応
し
て
い
ま
す
。
　

都
市
建
設
部
長
　
②
雨
水

計
画
に
基
づ
き
平
成
28

年
度
末

時
点
で
の
累
計
整
備
延
長
は
、

幹
線
で
約
13

㎞
で
す
。
機
能
確

保
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
判

明
し
た
破
損
箇
所
の
補
修
工

事
、
継
続
し
た
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ

つ
や
定
期
的
な
草
刈
り
、
ご
み
の

撤
去
等
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
開
発
行
為
お
よ
び
建
築
確

認
申
請
に
伴
う
保
水
機
能
施
設

等
の
設
置
基
準
に
基
づ
き
指
導

し
て
い
ま
す
。
戸
建
て
の
分
譲
物

件
等
も
、
こ
の
基
準
に
よ
り
屋
根

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
は
駐
車
場
等

の
計
画
面
積
か
ら
流
出
量
を
算

出
し
、
流
出
量
以
上
の
機
能
を

持
つ
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

▲花川用水路

介
護
予
防
事
業
を
推
進
し

　
　
　
　
　
　
　
元
気
な
町
に

小泉　秀輔 議員

※
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一般質問 議員 13人が町政を問う

※
し
ゅ
ん
せ
つ
＝
河
川
な
ど
の
底
面
を
さ
ら
っ
て
土
砂
を
取
り
去
る
こ
と
。



①
茅
ヶ
崎
市
に
町
の
消
防
を

委
託
す
る
検
討
が
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
得
失
を
「
現
時
点
で
」

ど
う
予
測
し
て
い
る
の
か
。

②
今
後
、
委
託
料
を
協
議
す

る
際
の
町
の
基
本
方
針
は
。

消
防
長

　①
茅
ヶ
崎
市
と
の

消
防
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
「
検

討
中
」で
あ
り
、
決
定
し
た
事
項

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
、

消
防
力
の
向
上
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
が
、
財
政
負
担
は
増

加
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

経
費
増
が
町
の
消
防
力
向
上
に

見
合
う
か
と
い
う
観
点
で
検
討

を
進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

②
住
民
目
線
に
立
っ
て
検
討

を
進
め
る
こ
と
が
基
本
方
針
で

す
。

「
協
働
」で
町
職
員
の

存
在
価
値
を
上
げ
よ

③
町
職
員
の
「
価
値
」
を
上

げ
る
た
め
に
、
結
果
に
責
任
を

持
て
な
い
長
期
の
計
画
立
案
な

ど
の
「
価
値
の
低
い
仕
事
」
を
無

く
せ
ば
、
ど
の
程
度
の
人
件
費

削
減
が
で
き
る
か
。

④
行
政
で
は
な
く
住
民
が

審
査
か
ら
成
果
の
検
証
ま
で
行

う
「
補
助
金
制
度
」
に
変
更
し
、

職
員
が
も
っ
と
価
値
の
高
い
仕

事
を
行
え
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。⑤

町
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

「
協
働
」
の
意
味
の
解
釈
が
職
員

間
で
一
致
し
て
い
な
い
。 
協
働
は

「
町
の
政
策
の
企
画
段
階
か
ら
、

住
民
が
参
画
す
る
こ
と
」
だ
が
、

そ
れ
を
町
は
守
っ
て
い
る
か
。 

町
長

　③
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
計
画
的
に
行
政
運

営

を

図

る
こ
と

は
、
町
の
行
政
を

預
か
る
身
と
し
て

は
、
む
し
ろ
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
削
減
額
に
つ
い
て
は

算
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
自
治
基
本
条
例
に
お
い

て
、
協
働
は「
町
民
と
町
が
お
互

い
に
補
完
し
合
い
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
対
等
の
立
場
で
協
力

す
る
こ
と
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
職
員
も
共
通
の
認
識
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
策
の
性
質
に
も
よ

り
ま
す
が
、
政
策
の
企
画
段
階

か
ら
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
は

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
画
部
長

　④
住
民
の
目

線
だ
け
で
補
助
金
の
審
査
を
す

る
の
は
難
し
い
も
の
も
あ
る
と

考
え
ま
す
。
行
政
か
ら
住
民
へ

の
責
任
転
嫁
に
も
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
慎
重
な
判
断

が
必
要
で
す
。

職
員
の
価
値
向
上
に
つ
い
て

は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
、

生
み
出
さ
れ
た
時
間
と
人
を
職

員
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に

使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

消
防
を
茅
ヶ
崎
市
に

　
　
　
　
委
託
す
る
問
題
点
は

山蔦　紀一 議員

こ
こ
数
年
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
方
々
へ
の
理
解
は
広
ま
っ

て
い
る
が
、
生
き
づ
ら
さ
が
解
消

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
様
な

個
性
を
活
か
す
に
は
、
行
政
と

教
育
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で

あ
る
。

①
町
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
認
識
は
。

②
相
談
窓
口
は
あ
る
の
か
。

③
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
々
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
の
職

員
研
修
は
。

④
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
特

化
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。

⑤
教
職
員
へ
の
研
修
は
。

⑥
今
後
の
課
題
は
。

町

長
　
①
性

的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
課
題
も
含
め
、一
人
一
人
の

人
権
を
尊
重
し
て
い
く
こ
と

は
、
社
会
の
基
本
ル
ー
ル
と
考
え

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
啓
発
、
研
修
に
努
め
ま
す
。

町
民
部
長
　
②
人
権
擁
護

委
員
の
人
権
相
談
で
受
け
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

③
町
で
の
研
修
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
神
奈
川
人
権
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
人
権
学
校
へ

毎
年
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。教

育

長
　
④
小
・
中

学

校

に
お
い
て
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

特
化
し
た
教
育
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
広
い
意
味
で
人
権
と

い
う
観
点
か
ら
個
性
を
尊
重
す

る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑤
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨

年
度
教
育
講
演
会
を
開
催
し
、

教
職
員
が
児
童
生
徒
に
寄
り

添
い
、
支
援
す
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

⑥
多
様
な
性
を
考
え
る
こ
と

は
内
面
的
な
部
分
に
関
す
る
こ

と
が
多
く
、
把
握
が
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
子
ど
も
の
人
権
を
守

る
と
い
う
視
点
か
ら
、
教
職
員
の

認
識
を
深
め
、
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、
学
校
生
活
に

お
い
て
一
人
一
人
へ
の
配
慮
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
全
安
心
な
道
路
行
政
を

町
道
の
道
路
標

示
線
が
薄
れ
て
見

え
に
く
い
所
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る

が
、
白
線
は
ど
の
よ
う
に
点
検
し

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
線
を
引
き
直
す
判
断

基
準
は
。

都
市
建
設
部
長
　
白
線
な

ど
路
面
標
示
に
特
化
し
た
点
検

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

の
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、

年
１
回
町
内
全
域
道
路
を
対

象
に
し
た
職
員
に
よ
る
危
険
箇

所
点
検
に
て
現
場
を
把
握
し
て

い
ま
す
。
町
が
管
理
し
て
い
る
道

路
標
示
は
、
お
お
む
ね
半
分
以

上
が
消
え
て
い
る
場
合
、
薄
く

な
っ
て
い
る
箇
所
の
前
後
の
状
況

を
踏
ま
え
、
引
き
直
し
の
工
事

を
発
注
し
て
い
ま
す
。

▲消えかかった道路標示線（現在は修復済み）

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
の

　
　
　
人
た
ち
の
権
利
保
障
を

青木　博 議員
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※
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
＝
性
的
少
数
派
の
意
味
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
が
含
ま
れ
る
。



田
端
西
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
さ
が
み
縦
貫
道
路

寒
川
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

を
市
街
地
整
備
す
る
こ
と
で
、

工
業
地
等
の
土
地
利
用
を
図
ろ

う
と
す
る
事
業
計
画
で
あ
る
。

寒
川
駅
北
口
地
区
と
は
異

な
り
、
田
端
西
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
地
権
者
が
主
体

と
な
る
組
合
施
行
で
実
施
さ
れ

る
。昨

年
の
12

月
、
今
年
の
３
月
・

９
月
の
議
会
に
事
業
の
中
止
や

凍
結
を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ

れ
た
。
地
権
者
に
と
っ
て
今
後
の

土
地
利
用
が
大
き
く
損
な
わ
れ

る
危
険
性
を
含
ん
で
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
地
権
者

と
の
十
分
な
合
意
形
成
が
整
え

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
田
端
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
次
の

点
を
問
う
。

①
地
権
者
合
意
の
ま
ち
づ
く

り
は
ど
こ
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
。

②
総
会
お
よ
び
全
体
会
の
内

容
に
つ
い
て
地
権
者
の
方
は
ど
の

よ
う
に
理
解
し
た
の
か
。

③
組
合
施
行
に
疑
問
と
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
へ
の
十
分

な
説
明
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

④
組
合
施
行
で
な
く
行
政

施
行
で
で
き
な
い
の
か
。

拠
点
づ
く
り
部
長
　
①
平

成
24

年
11

月
に
、
田
端
西
地
区

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
準

備
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
間
に
役
員
会
を

75

回
ほ
ど
開
催
し
、
全
地
権
者

を
対
象
と
し
た
勉
強
会
や
意
見

交
換
会
、
説
明
会
等
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地

権
者
の
方
々
と
の

合
意
形
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

②
全
地
権
者
に
丁
寧
な
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。一
部
、
事
業

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
て
い
な
い

地
権
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
、
話
し
合
い
の
場
を
作
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。③

町
は
準
備
会
の
事
務
局

と
し
て
、
事
業
推
進
の
た
め
に

技
術
面
・
財
政
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
の
段

階
に
お
い
て
も
、
最
後
ま
で
支

援
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
て
い

ま
す
。
事
業
実
施
に
不
安
な
意

見
に
対
し
て
は
、
準
備
段
階
で

あ
る
こ
の
時
期
に
十
分
説
明
を

し
て
い
き
ま
す
。

④
田
端
西
地
区
は
、
市
街
化

調
整
区
域
で
あ
り
、
そ
の
中
に

東
西
南
北
に
都
市
計
画
道
路

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
大

街
区
を
利
用
し
た
工
業
地
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
区
は
行
政
施
行
が
そ
ぐ
わ
な

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

▲田端西地区整備イメージ図
田
端
西
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
　住
民
の
合
意
形
成
を
図
れ

細川　京三 議員

住
宅
街
の
中
に
あ
る
小
さ
な

公
園
な
ど
で
は
、
近
隣
住
民
へ
の

配
慮
か
ら
ボ
ー
ル
遊
び
や
ペ
ッ
ト

連
れ
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

り
す
る
。
あ
ま
り
禁
止
事
項
が

多
い
と
、
結
局
人
が
寄
り
付
か
な

く
な
り
「
公
園
」
で
は
な
く
た
だ

の「
空
き
地
」と
化
し
て
し
ま
う
。

町
民
が
安
全
安
心
に
利
用

で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

遊
べ
る
公
園
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
た
め
、
次
の
点
を
問

う
。①

各
公
園
に
は
利
用
者
に

向
け
た
看
板
が
設
置
さ
れ
、
野

球
や
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
具
体
的

な
禁
止
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。こ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は

気
軽
に
遊
べ
な
い
の
で
は
な
い

か
。②

遊
具
の
管
理
体
制
は
。

③
老
朽
化
し
た
遊
具
を
撤

去
し
た
ま
ま
に
す
る
の
で
は
な

く
、
新
し
い
遊
具
を
導
入
す
べ

き
で
は
。

町
長
　
②
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
、
専
門
業
者
に
よ
る
点
検
、

職
員
に
よ
る
点
検
等
を
行
い
安

全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
①
公
園

は
幼
児
か
ら
高
齢
者
な
ど
全
て

の
世
代
の
方
々
が
利
用
す
る
場

で
あ
り
、
誰
も
が
安
全
に
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
安
全
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
公
園
入
口
付
近
に
は「
事

故
の
な
い
よ
う
に
遊
び
ま
し
ょ

う
」
な
ど
利
用
者
に
向
け
た
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
遊
具
設
置
か
、
空
間
の
ま

ま
の
利
用
が
好
ま
し
い
か
、
ま

た
遊

具

も

幼

児

用
な
の
か
、
子
ど

も
用
な
の
か
、
高

齢
者
用
の
健
康
器

具
が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
の
公
園

の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し

ま
す
。

小
児
医
療
費
助
成

所
得
制
限
を
撤
廃
せ
よ

今
年
４
月
、
小
児
医
療
費
助

成
制
度
が
中
学
３
年
生
ま
で
拡

充
し
た
。
子
育
て
世
帯
の
負
担

は
軽
く
な
っ
た
が
、
所
得
制
限
に

よ
り
不
公
平
感
が
出
て
い
る
。

子
ど
も
に
格
差
を
つ
け
て
は
い

け
な
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

町
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に

も
、
所
得
制
限
撤
廃
の
考
え
は
。

町
長
　
小
児
医
療
費
助
成

は
、
家
庭
の
経
済
的
な
理
由
に

よ
る
こ
と
な
く
、
小
児
が
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
町
が

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
児

の
健
康
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
的
に
制
度
を
実

施
し
て
い
く
た
め
所
得
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲中里公園の滑り台
町
民
が
安
全
安
心
に

　
　
利
用
で
き
る
公
園
に
せ
よ

山田　政博 議員
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２
０
２
０
年
に
東
京
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
わ
が

町
寒
川
か
ら
初
め
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
競
技
ス
ポ
ー

ツ
で
の
活
躍
は
地
域
振
興
や
町

の
活
性
化
に
大
き
く
役
立
つ
も

の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
次
の
点
を

問
う
。

①
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
寒

川
か
ら
初
め
て
出
場
が
期
待
さ

れ
る
選
手
が
い
る
が
、
そ
の
選
手

へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

②
現
在
、
最
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
近
い
と
さ
れ
る
自
転
車
の
Ｂ

Ｍ
Ｘ
選
手
に
対
し
て
練
習
場
所

の
提
供
を
行
う
こ
と
は
可
能

か
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
①
出

場
が
期
待
さ
れ
る
選
手
は
現
在

２
名
程
度
の
方
を
把
握
し
て
お

り
、
現
行
制
度
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
た
場
合
、
寒
川
町
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
全
国
大
会
等
出
場
交

付
金
に
よ
り
５
万
円
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
支
援
策

と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
を
活
用
し
て
、
優
秀
な
ア

ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
が
で
き
な
い

か
検
討
を
進
め
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
練
習
場
所
の
確
保
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し

て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

考
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
今
後

１
・
２
年
が
勝
負
と
考
え
て
い

る
の
で
、
既
存
の
施
設
等
を
活

用
し
、
早
期
実
現
に
向
け
引
き

続
き
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

空
き
家
対
策

の
現
状
は

空

き

家

問

題

は
社
会
的
な
大
き

な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
空

き
家
の
数
は
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
地
域
住

民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
中
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
の
制
定
に
よ

り
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
空

き
家
に
対
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
対
策
に
は
除
去
や

発
生
抑
制
、
利
活
用
・
再
生
の

方
法
も
あ
る
が
、
町
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

町
長
　
本
年
度
窓
口
を
一
本

化
し
、
実
態
調
査
実
施
に
向
け

基
礎
資
料
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。
現
状
、
空
き
家
の
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
か
ら
の
雑
草
等
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま

す
が
、
所
有
者
が
確
認
で
き
ず

対
応
が
で
き
な
い
案
件
や
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
建
物
、
ま
た
所

有
者
か
ら
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
の
相
談
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
を
把
握
し
た
上
で
空
き

家
、
空
き
地
の
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

▲自転車のBMX競技の様子

競
技
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
策
は

杉﨑 隆之 議員

①
今
後
、
劇
的
な
進
歩
や
各

産
業
で
の
導
入
が
予
想
さ
れ
る

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、
自
治
体
運
営
の

観
点
か
ら
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

②
町
が
参
加
し
て
い
る
、
慶

應
義
塾
大
学
が
代
表
を
務
め
る

「
地
域
Ｉ
o
Ｔ
と
情
報
力
研
究

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
は
。

③
学
力
向
上
や
教
員
の
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
教
育
現

場
に
お
い
て
、Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

④
潤
沢
な
予
算
が
あ
る
自

治
体
と
の
差
別
化
を
図
る
た

め
、Ａ
Ｉ
事
業
を
推
進
す
る
企

業
と
組
み
、
お
金
を
か
け
な
い

よ
う
実
証
実
験
を
す
る
な
ど
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
の
場
を
模
索
し
て

み
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

企
画
部
長
　
①
横
浜
市
で

は
ご
み
の
分
別
に
答
え
る
取
り

組
み
や
、
川
崎
市
で
は
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
問
い
合
わ

せ
に
対
し
Ａ
Ｉ
が
答
え
る
な
ど
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
企
業
等
と

の
共
同
開
発
と
し
て
の
実
証
実

験
で
す
。Ａ
Ｉ
活
用
に
は
大
量

の
デ
ー
タ
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組

み
と
合
わ
せ
、
デ
ー
タ
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。Ａ
Ｉ
な
ど
最
先
端
技
術
の

活
用
に
つ
い
て
、
社
会
動
向
や
先

進
事
例
を
注
視
し
な
が
ら
調

査
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
が
、Ａ
Ｉ
は
最
終
的
な
答
え

を
出
し
ま
す
が
、
そ
の
答
え
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
は
人
に
は
分
か

ら
な
い
た
め
、
業
務
へ
の
適
用
に

つ
い
て
は
慎
重
に
調
査
を
重
ね

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
慶
應
義
塾
大
学
が
、
こ
れ

ま
で
藤
沢
市
や
企
業
等
と
の
実

証
実
験
で
培
っ
た

知
見
を
他
の
市
町

村
で
も
活
用
で
き

る
の
で

は

と

考

え
、
大
学
や
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自

治
体
等
の
参
加
団
体
を
募
り
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
先
進
事
例
に
触
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
見
を
得
な
が
ら
調
査

研
究
を
進
め
、
将
来
的
な
町
の

業
務
効
率
化
や
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
か
見
極
め

る
た
め
、
賛
助
会
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

④
企
業
と
共
同
で
行
う
際

に
は
、
企
業
の
た
め
の
実
証
実

験
と
な
ら
な
い
よ
う
、
町
の
メ

リ
ッ
ト
を
見
極
め
判
断
す
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

教
育
次
長
　
③
ま
ず
は
教

員
用
パ
ソ
コ
ン
の
配
備
を
充
実

さ
せ
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

平
成
32

年
度
か
ら
新
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
に
伴
う
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
施
も

見
据
え
な
が
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
授
業
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
現
場
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
将
来
的

な
課
題
と
捉
え
ま
す
。

▲人工知能のイメージ
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を

　
　
活
用
し
た
自
治
体
運
営
を

横 手　晃議員
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健
康
寿
命
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
生
活
の
質
と
い
う
視
点
、
社

会
的
に
医
療
費
削
減
と
い
う
視

点
か
ら
町
の
重
要
課
題
で
あ

る
。
運
動
習
慣
等
の
健
康
意
識

に
つ
い
て
、
シ
ニ
ア
世
代
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
が
、

現
役
世
代
へ
の
意
識
の
浸
透
は

進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
次
の
点

に
つ
い
て
問
う
。

①
健
康
の「
見
え
る
化
」の
重

要
性
に
対
す
る
認
識
は
。

②
県
と
の
連
携
に
よ
る
未
病

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

③
「
健
康
都
市
宣
言
」
を
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
発
信
を
す
べ

き
で
は
。

④
町
と
し
て
健
康
寿
命
に
つ

い
て
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
持

ち
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
町
民
に
発
信

す
べ
き
で
は
。

健
康
子
ど
も
部
長

　①
健

康
管
理
の
一
助
と
な
る
健
康
の

「
見
え
る
化
」
は
重
要
な
視
点
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
ご
希
望
の
方
に
健
康
手
帳

を
交
付
し
、
自
分
自
身
で
健
診

結
果
な
ど
を
記
録
し
、
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
で
、
健
康
状
態

の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
現
時
点
で
は
、
公
共
施
設

に
設
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
県
と
連
携
を
図

り
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

③
町
で
は
、
さ
む
か
わ
元
気

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
各
団
体
と

連
携
を
図
り
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
一
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
健
康

都
市
宣
言
を
積
極
的
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
、
よ
り
意
識
し

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

　④
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
団
体

の
協
力
を
得
な
が

ら
、
町
の
健
康
づ

く
り
に
意
を
注
い
で
い
ま
す
。
健

康
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の

法
改
正
に
よ
る
影
響
は

法
改
正
に
よ
り
、
平
成
30

年

よ
り
、
都
道
府
県
が
国
民
健
康

保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て

問
う
。

①
町
民
の
負
担
は
今
ま
で
と

変
わ
ら
な
い
の
か
。

②
県
が
標
準
保
険
料
率
を

示
す
事
を
踏
ま
え
、
今
後
の
保

険
料
の
見
通
し
は
。

福
祉
部
長

　①
法
改
正
後

も
仕
組
み
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

被
保
険
者
へ
の
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
現
時
点
に
お
い
て
は
見
通

し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
平
成
30

年

度
以
降
の
保
険
料
は
年
度
ご
と

に
乱
高
下
が
な
い
よ
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

▲町が配布している健康手帳 現
役
世
代
か
ら
の

 
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
を

佐藤　正憲 議員

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候

変
動
に
よ
り
記
録
的
な
豪
雨
が

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
わ
が
町
に
は
大
き
な

河
川
が
３
本
あ
り
、
水
害
で
何

度
と
な
く
苦
い
経
験
を
し
、
危

機
感
を
持
っ
て
災
害
対
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
町
民
一
人

一
人
が
災
害
に
対
す
る
心
構
え

と
知
識
を
備
え
、
自
助
の
考
え

を
持
ち
行
動
で
き
る
よ
う
防
災

意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

①
防
災
・
減
災
対
策
の
現

状
と
課
題
は
。

②
自
主
防
災
組
織
の
活
動

と
町
の
支
援
状
況
と
連
携
は
。

③
町
の
業
務
継
続
計
画
の
策

定
と
推
進
は
。

町
長
　
①
町
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
へ
の
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
は
、
災
害
発
生

直
後
は
行
政
や
消
防
な
ど
公
共

機
関
は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
町
民
一
人

一
人
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
自
助
の
精
神
の
も
と
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

②
町
内
の
地
域
自
治
会
全
て

に
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
、

町
の
防
災
担
当
や
消
防
本
部
と

連
携
し
な
が
ら
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
自
助
・
共
助

の
重
要
性
を
訴
え
、
地
域
の
防

災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
今
ま
で
の
防
災
資

機
材
へ
の
補
助
に
加
え
、
非
常

時
の
備
蓄
食
料
や
訓
練
経
費
を

補
助
対
象
と
し
ま
し
た
。
補
助

金
支
給
の
条
件
と
し
て
、
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
を

義
務
付
け
る
な
ど
、
自
主
防
災

活
動
の
活
発
化
を
図
り
ま
す
。

③
非

常

時

の

優
先
業
務
を
特

定
し
、
大
規
模
災

害
時
に
適
切
な
業

務
執
行
を
可
能
と
す
る
た
め
、

町
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
後
は
計
画
に
基

づ
い
た
訓
練
、
研
修
を
実
施
し
、

町
の
防
災
力
強
化
に
役
立
て
た

い
と
考
え
ま
す
。

空
き
家
対
策
で

地
域
活
性
化
を
図
れ

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
状
で

は
将
来
的
に
空
き
家
が
増
え
、

地
域
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど

地
域
の
大
き
な
問
題
と
な
る
。

①
町
内
の
空
き
家
の
実
態
は
。

②
空
き
家
の
有
効
利
用
促
進

に
向
け
、
登
録
制
度
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長
　
①
現
在

は
ま
だ
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
固
定
資
産
税
、
上
水
道
の

閉
栓
情
報
な
ど
を
活
用
し
た

実
態
調
査
を
行
い
、
軒
数
を
把

握
し
て
い
き
ま
す
。

②
実
態
調
査
を
行
っ
た
後
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
進
め
る

上
で
、
近
隣
市
町
の
先
進
事
例

を
参
考
に
考
え
ま
す
。

▲越の山自治会で行われた自主防災訓練

「
自
助
」
「
共
助
」
の
考
え
で

　
　
　
　
災
害
に
強
い
寒
川
を

天利　薫 議員
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学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
少
子
化
に
対
応
し
た
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
中
学
校
給
食
は
平
成
30

年

度
か
ら
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
で
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
例
え

ば
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
小
学
校

給
食
施
設
の
大
規
模
改
修
に
、

少
子
化
に
伴
う
児
童
・
生
徒

数
の
減
少
を
考
慮
し
て
、
中
学

校
給
食
に
対
応
で
き
る
改
修
を

含
め
た
場
合
、
食
数
の
対
応
は

可
能
か
な
ど
、
今
一
度
あ
ら
ゆ
る

方
式
を
検
討
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
の

考
え
は
。

町
長
　
小
学
校
は
自
校
方

式
と
い
う
形
で
検
討
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
各
小
学
校
と
も
年

数
が
経
過
し
老
朽
化
に
伴
う

大
規
模
改
修
も
そ
う
長
く
は

待
て
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
給
食
の
提
供
を

踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え
た
町

の
公
共
施
設
の
再
編
計
画
も
念

頭
に
入
れ
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
が
、
先
送
り
に
せ
ず
、
か

な
り
早
い
段
階
で
方
針
を
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

を
推
進
す
べ
き

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年

ま
で
に
、
訪
日
の
外
国
人
旅
行

者
数
４
千
万
人
を
目
指
す
と

い
っ
た
施
策
で
あ
る
。
各
自
治
体

で
も
外
国
人
観
光
客
へ
の
取
り

組
み
は
積
極
的
に
な
っ
て
き
て
い

る
中
で
、
次
の
点
を
問
う
。

①
町
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の

か
。

②
町
と
し
て
の
考
え
を
持
っ

て
い
な
い
と
周
り
の
自
治
体
に

遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の

状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
①
町
で
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
を
町
内
へ
導
く
た
め

に
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘

客
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
観
光
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
町
観
光

協
会
で
外
国
語
表
記
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
観
光

客
が
町
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。②

町
の
潜
在
的
な
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
新
し
い
も
の
で
は

な
く
既
存
の
も
の
を
活
用
し
観

光
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
く
の

か
、
町
に
来
る
方
が
、
町
を
ど
う

感
じ
て
い
る
の
か
、
町
の
特
徴
は

何
か
と
い
う
の
を
町
と
し
て
、
認

識
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲保守点検を行っている寒川小学校給食室の様子
あ
ら
ゆ
る
方
式
を
検
討
し

　中
学
校
給
食
の
実
施
を
図
れ

佐藤 一夫 議員

２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代

が
75

歳
を
迎
え
、
超
高
齢
化
社

会
と
な
り
７
０
０
万
人
、
５
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
見

込
ま
れ
る
身
近
な
病
気
で
あ

る
。
認
知
症
の
人
の
意
志
が
尊

重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
に
は
、
人
と
人
と

の
支
え
合
い
が
重
要
で
あ
る
。

①
２
０
２
５
年
に
お
け
る
、

町
の
高
齢
化
率
の
想
定
は
。

②
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
は
。

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
取
り
組
み
は
。

④
認
知
症
の
方
の
徘
徊
な
ど

の
問
題
は
広
域
行
政
で
取
り
上

げ
る
べ
き
で
は
。

⑤
町
は
「
支
え
合
い
の
ま
ち

宣
言
」
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
⑤
サ
ポ
ー
ト
を
必

要
と
す
る
人
を
、
み
ん
な
で
支

え
合
う
た
め
の
施
策
の
充
実
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
過
程
の
段
階
に
あ

り
、
宣
言
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
部
長
　
①
第
６
次
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
お
け
る

推
計
で
は
、
高
齢
化
率
は
29

・

２
％
で
す
。

②
事
前
申
し
込
み
な
く
自

由
に
参
加
で
き
る
元
気
は
っ
け

ん
広
場
や
、
お
父
さ
ん
の
た
め
の

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
講
座
等
の
予

防
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
き
い
き
脳
体
操
な
ど

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事

業
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

③
昨
年
度
ま
で
の
延
べ
受
講

者
数
は
６
１
９
７
人
で
す
。
自

治
会
や
企
業
等
か
ら
も
要
請
が

あ
り
、
今
後
受
講
者
を
中
心

に
、
地
域
の
方
に

協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
支
え
る
仕

組
み
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
茅
ヶ
崎
市
と
連
携
し
「
徘

徊
老
人
及
び
障
害
児
・
者
の
た

め
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

協
議
会
」
を
組
織
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
関
係
機
関

等
も
委
員
と
し
て
ご
参
加
い
た

だ
き
、
課
題
解
決
に
向
け
た
検

討
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
倉
見
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
は

そ
の
後
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の

協
議
状
況
は
。

都
市
建
設
部
長
　
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
多
機
能
ト
イ
レ
等
の
設

置
を
平
成
30

年
度
の
予
定
で
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
協
議
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
接
触
事
故
や
転
落
防

止
対
策
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の

整
備
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る

こ
と
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅

れ
、
来
年
度
に
詳
細
設
計
、
平

成
31

年
度
か
ら
32

年
度
に
工
事

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

は
い
か
い

▲地域の縁側「特定型」おれんじリング湘南
1周年記念ミニシンポジウムの様子

町
民
す
べ
て
が

　
支
え
合
え
る
町
を
目
指
し
て

斎藤　恒雄 議員
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学
校
給
食
の
あ
り
方
と
、
学

力
向
上
策
に
つ
い
て
、
次
の
点
を

問
う
。

①
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
中

学
校
は
来
年
度
か
ら
デ
リ
バ

リ
ー
方
式
を
導
入
し
、
小
学
校

は
自
校
方
式
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
小
学
校
の
給
食

施
設
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
順

次
改
修
は
必
要
だ
が
、
財
政
が

厳
し
い
状
況
下
で
は
、
今
後
の

公
共
施
設
の
再
編
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
、
二
重
投
資
、
無

駄
な
投
資
と
な
ら
な
い
よ
う
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
将
来
的
な

学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
考
え
方
の
整
理
が

必
要
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

②
学
力
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
昨
年
か
ら
始
め
た

「
寒
川
に
こ
に
こ
学
習
会
」
の
登

録
状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

③
現
在
は
７
月
に
支
給
し
て

い
る
就
学
援
助
費
に
つ
い
て
、
支

給
時
期
を
早
め
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
①
当
然
な
が
ら
効

率
的
な
財
源
の
活
用
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
重
投

資
に
な
ら
な
い
よ
う
再
編
計
画

で
は
財
政
面
の
整
合
性
を
重
点

に
進
め
ま
す
。

③
中
学
校
入
学
時
に
つ
い
て

は
支
給
時
期
の
前
倒
し
を
導
入

す
る
自
治
体
も
出
て
き
て
お

り
、
町
と
し
て
も
、
導
入
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
長
　
②
現
在
の
登
録

数
は
70

人
で
、
学
校
を
通
じ
て

周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。
希
望

者
が
増
え
た
場
合
、
講
師
に
は

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
も
視

野
に
入
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

宮
山
駅
と
青
少
年
広
場
の

ト
イ
レ
整
備
は
ど
う
な
る

昨
年
の
一
般
質
問
で
も
取
り

上
げ
た
宮
山
駅
お
よ
び
青
少
年

広
場
の
ト
イ
レ
の
整
備
や
管
理

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
取
り
組
み

経
過
と
課
題
を
問
う
。

ま
た
、
宮
山
駅
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
寒
川
駅
の
よ
う
に
自
転

車
駐
車
場
と
一
体

で
の
整
備
も
一
案

と
思
う
が
、
町
の

見
解
は
。

町
長
　
寒
川
駅
前
の
自
転

車
駐
車
場
が
好
評
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
宮
山
駅
に
つ
い
て

も
同
様
の
施
設
配
置
を
視
野
に

入
れ
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
宮
山
駅

の
ト
イ
レ
は
今
年
度
か
ら
清
掃

回
数
を
増
や
し
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
的
な
整
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県
と
協

議
中
で
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
青
少

年
広
場
は
廃
棄
物
処
理
法
の

制
約
が
あ
る
た
め
、
県
と
協
議

し
な
が
ら
実
現
可
能
な
手
法
を

探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▲宮山駅前のトイレ

教
育
行
政
の
環
境
整
備
を
図
れ
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37 寒川町火災予防条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

38 平成 29年度寒川町一般会計補正予算 (第 3号 ) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

39
平成 29年度寒川町国民健康保険事業特別会計補正予算
(第 1号 )

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

40
平成 29年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算
(第 1号 )

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

41
平成 29年度寒川町介護保険事業特別会計補正予算
(第 1号 )

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

42 平成 28年度寒川町一般会計歳入歳出決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

43
平成 28年度寒川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

○：賛成　　●：反対　  　（太⽥議⻑は、表決には加わりません。）

さむかわ議会だより　184号17

一般質問 議員 13人が町政を問う



さむかわ議会だより　184号 18

平成29年第２回定例会９月会議　審議結果

議案
番号 審議結果〈9月会議〉

会派名 大志会 さむかわ自民党・
維新クラブ

相模の風 日本共産党 公明党 町民
ファースト
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44
平成28年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

45
平成28年度寒川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

46
平成28年度寒川町(仮称)健康福祉総合センター用地取得
事業特別会計歳入歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

47 平成28年度寒川町下水道事業特別会計決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

48 寒川町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

陳　情
第７号

JR相模線、十二天第二・十二天第五踏切での汽笛吹鳴に関
する陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● - ● ●

陳　情
第10号

「薬害肝炎救済法の延長を求める意見書」の採択を求める
陳情

採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

陳　情
第11号

請願及び陳情に際して意見陳述の機会を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● - ● ●

陳　情
第12号

田端西地区土地区画整理に関する陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ●

意見書
第１号

薬害肝炎救済法の延長を求める意見書の提出 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

決　議
第１号

北朝鮮による核実験及び弾道ミサイル発射に対する決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

平成29年第２回定例会９月第２回会議　審議結果

議案
番号 審議結果〈9月会議第2回会議〉

会派名 大志会 さむかわ自民党・
維新クラブ

相模の風 日本共産党 公明党 町民
ファースト
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49 平成29年度寒川町一般会計補正予算(第4号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

○：賛成　　●：反対　　  　（太⽥議⻑は、表決には加わりません。）
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184

　小動神社付近の田んぼから西方を望んだ構図です。季節は秋。手前は稲刈り後の藁
わら

を干す光景が広がり、
中ほどに小動の家並み、そして奥に富士山と大山が見えています。
　この絵は、田口雅巳さんが平成２年の町制施行50周年を機に描き下ろした「寒川三十六景」のうちの一
枚です。『The River 町制50周年記念町勢要覧』に掲載され、さらに『'93 寒川ふるさとカレンダー』に
も再録されています。そこには田口さんのコメントとして「富士には雪が････。大山もくっきり見える小
春日和の田園風景。」と記されています。

「富士・大山を望む」 （田口雅巳 画）表紙解説

1 2 月 会 議 日 程

AM9：00開会　（会議の日程等は変更になる場合があります）

※12/7（木）田端西地区まちづくり対策特別委員会はPM1：15開会

※12/15（木）本会議はAM10：00開会

日 月 火 水 木 金 土

11

4

27

12

5

28

13

6

29

14

7

30

15

8

12/1

16

9

2

10

3

11/26

本会議 総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議（一般質問）

東海道新幹線新駅
対策特別委員会

田端西地区まちづくり
対策特別委員会

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員会報告等）

議会を傍聴しませんか

　傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。

　町のホームページでも、会議の日程や議会の傍聴案

内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲覧できます。

　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせ

ください。

議会事務局 総務担当 TEL0467-74-1111（内）341・342

平成30年第1回定例会 1月会議日程
日時：平成30年1月4日（木）午前10時

内容：定例会の会期決定等


